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メ / コ ユカラ 

ポンセ タ ウタラ 

サ ケヘ : 

ウ オウォカラカントカント 

Ⅰ ウォウォ カラカントカント 

2  カントオッタ 

ウォウォ カラカントカント 

3  ホル ケウ エカシ 

4  チ コア スラ ニ々 0 

9 ォ 9 ォカラカントカント 

5  チコロ トノ ト 

ウ ォ ウォ カラカントカント 

6  ホル ケ ウニ クネヒエ クワ 

7  エ ワイサム ナ 。 

ウォ 9 ォカラカントカント 
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3 . 神謡 ( 女の叙事詩 ) 

子犬たち 

折り返し : 

ウォウォ カラカントカント 

折り返し 8 拍 

歌詞だいたい 1 行 4 拍 

川上まつ子 

1976 年 8 月 6 日録音 

]  ゥォウォ カラカントカント 

2 天の 

ウォウォ カラカントカント 

3  オオカミおじいさまに 

4  お知らせします ょ 。 

ウォウォ カラカントカント 

5  ぼくたちのママは 

ウォウォ カラカントカント 

6  オオカミの悪いやつが 来て 

7  食べられてしまったよ。 

ウォ ウォ カラカントカント 

l wowoka 典 - ウ オウォ ヵラ ．．． wowo ウォ ウォ は、 

遠吠えの声 、 ヒ Ⅲぬ た Ⅲ t0 カント、 ヵント は ( 天 、 天 ) 、 天に 
いる猿神を呼んでいる。 k 宙 カラは 、 後に母音のついた 
Ⅰ 打 a カラのように 聞こえる。 しかし全体のリズムから 見 
て、 ここでは 1 音節の k 荻 カラを意図しているものと 解釈 
した。 3 行日の kor コロなども 同槻 

4 一 1 Ⅰ 二チ ( 私たち >0 自称に、 引用文中の自称の 形 

( 不定人称 形 、 a ヰ簗 アプ ン のつく 形勿 ではなく、 本人た 

ちが直接言う 形 (1 人称複数 眩けヰ ㏄ チプシ のつく 形 ) 

が使われている。 5,9,11,12 でも同様。 伝統的な神謡の 

形式の特徴であ る。 もともとは、 神がのりうつったシャー マ 

ンが 歌った、 というような、 神謡の起源に 由来するのだろ 

う。 その場合、 日常語と違って、 一人の神、 一匹の動物で 

あ っても、 複数形が使われる。 つまり、 ( 私 ) と言う代わりに 

( われわれ ) と言う。 この神謡では、 何匹もの子犬だから、 

日常語でも、 当然複数形が 使われるところであ る。 

仁 2 ko ぁ manIi コア スラニ ムひぁ Ⅲ モ ㎡ コ ・アス ル ・ 
アニ…に・うわさ・を 持っていく l 二 ( …に危急を知らせ 

る ) 。 

㌃ 1 億， kor チコ 。 ( 私たちの >0 

㌔ 2 め Ⅰ めレト ( 乳房、 おみれ、 ) だが、 幼児語で ( お 
か あ ちゃん、 ママ ) 。 成人の言葉では㎏ 膵 @ ハポ 。 成人の 
言葉で母を to 廿 0 トットと 言う地域も広い。 

6-1 horkew@ ホルケウ -  この行は 6 拍。 

6 一 2  ㎡ そ le ニクネ [ く ㎡ t-ne 棒 ・になる l( 硬くなる、 硬 
い ) 、 ここでは (( 動物や神力 つ 凶暴であ る ) 。 ( 福浦 W,5) 、 

( 千歳 5N) は㎡㎞ e 二トネと 言う。 す 民話 (2)149 

7  ewai 鍵 Ⅲ na エ ワイサム ナ 直訳すると (( 狼の悪 
いやつがママを ) 食べてしまったよ ) 。 アイヌ語では、 受け 

身の言い方は 日本語ほど使わない。 
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トット イサム フ 

エネイ キ アシカイサム ナ 。 

ウォ ウォ カラカントカント 

カント コ n .I, カシ 

ウンカ オピウキ ワ 

ウンコレヤン。 

ウォ ウォ カラカントカント 

ポンセ タ ウタラ 

ヘリカシ / 

ヘリカシ / オカワ、 

ウス フイサム ワ 

マ イウェンスカルクス 

カント コロエカシ 

コア スラ ニハウエ ネナ 0 
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8  ママがいなくて 
8  to 廿 bois 師 Ⅱ wa ドットイサムワ ( ママがいなくな っ 
て 、 ママが死んで ) とも訳せる。 ( 福満 W,S) らの言葉で 

は、 m  のあ とで wa は ma となり、 ISammna  イサンマ と 

9  どうすることもできないよ。 なる。 ( 語り手 KM4) の言葉ではこの 交替は起こらない。 

g ene 化 L ㏄ hi Ⅰ 旦 1s ⅠⅡエネイ キ アシカイサム ( 私 
ウォウオ カラカントカント たちはどうしようもない ) 。 = 笛 アシは、 自動詞主格 1 人称 

複数 W 私たちが 柑 )( す年 1) 。 この行は 6 拍。 

10  天のおじいさき 
10 た打加 tokorekaa ま カントコロエカシ ( 天を領有す 

るおじいさき ) 二 < 天を守る神であ るおじいさき >0 

ll k 荻 [si)opiwki カ @) オゼウキ [ 連 他動 ]<... を助 
Ⅱ たすけて ける ( 救助 / 救援 ) するⅩⅢ ヒウン は、 1 人称複数目的格 

( 私たちを >0 
12 ください。 

ウォウォ カラカントカント 

13  子犬たちが 

14  上の方を 

15  上の方を見上げて 

16  母親がいなくて 

甘 困ってしまったので 

18  天のおじいさまに 

13 ponse ね ポンセ タ ( 子犬 ) 。 ここから終結部、 折り 

返しと節のつかない 語りになる。 ( 福満 W.S) らの言葉で 

は、 s の前で n は y となり、 p 伍 l 田口 は poy ㏄ 伍 ポイ セ 
タと 発音していたが、 ( 語り手Ⅰ ひ りの言葉ではこの 音素 
交替は起こらず、 ポンセ タと 言っている。 

14 herr 化 赴下 ooka ヘ リ ； シ / 寸功 ( 直訳すると )a 上 
の方へいる ) Ⅰ ( 上の方を向く ) 。 犬が上を見上げるような 

恰好をして、 遠吠えしている 様子の描写。 上 、 下、 こっち、 

向こうなどの 方向を、 見るとか向くとか 言うのに、 アイヌ語 

では、 「 - を」ではなく「 - へ 」という言い 方をする 0 

16 is 町 Ⅱ wa イサム ワ す 8 
17 yayWennukar ヤ イウェン ヌカヲ [yay-wen- 

n1 火酊ヤイ ・ウエン・ヌカラ 自分 ( を ). 悪く・見る l( どうに 

もならず困りきる )0 

19  訴えているのですよ。 
lg  ko 赴 ℡ む廿 コアスラ 二 ( ‥．に危急を 知らせるⅩ す 
4, 民話 (1)138,174k0 ㏄ 田 Ⅰ IP 唾 i コア 刃 レ フシ 
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